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東京都小金井市では、２５年前のチェル

ノブイリ原発事故を受けて、市民が議会

に陳情し、市が食品の放射能測定器を購

入。市民による食品の放射能測定が続け

られてきた。 

昨年３月１１日の東日本大震災・福島第一

原発の事故による新たな放射能汚染が進

行するなか、放射能測定室には様々な質

問や不安の声が寄せられている。 

放射能との付き合い方を市民感覚から

アドバイスする、２５のＱ＆Ａ。 
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小金井市の「どろんこ保育所」で働く。８６年のチェル

ノブイリ事故の２年後、市民有志として市議会に放

射能測定器購入の陳情書を提出し、２か月後に採択

される（最終署名数２０００）。「小金井に放射能測定

室を作る会」（後に作った会に改名）を発足し、さらに

２年半の市との話し合いを経て測定開始。以降、「小

金井市放射能測定器運営連絡協議会」として、２１年

間測定を続けている。 

９７年、小金井市議会議員に当選。現在４期目。「みど

りの未来」運営委員長として日本の緑の党の設立に
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